
















体とが協働する支援ネットワークを構築し、地域発達支援の 1 つのモデルを示した。 
















































































イアル(Phase 3)では、量的分析の結果をより深く理解するために、プログラム参加者 6 名
を対象にインタビュー調査をおこない、プログラム参加後の家族の関わり行動の変容プロ
セスを明らかにした(研究 2-4)。最後に、2016 年度に参加していた参加者 20 名を対象とし


















な地域発達支援の 1 つのモデルを示すことができたと結論づけた。 
 
